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企画４ 

FD 講演会 LGBTQ＋がいることを前提とした授業づくり 

Part 1  

安全な場をつくっていくために  

 

開催：2021 年 1 月 19 日 

場所：ZOOM 開催 

共催：! ! " 学# 、FD ! $% 、グローバル・コンサーン研究所 

 

出口 真紀子 

永井 萌子 
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みなさま、こんにちは。本日は大勢の方に&'( いただき、大変" しく) っております。

今* のFDはグローバル・コンサーン研究所、! ! " 学# 、FD! $% の共催企画として学生

と共に進めてまいりました。学" の多い時+ になると) います。では、始めたいと) います。 

本日は, クシ- アル・マイ./ テ0 の話ではあるのですが、その前に私たち1 身について

振り# りたいと) います。私たちは# 2 マ$ 3/ テ04 とマイ./ テ04 の両方を%ち合

わせて生きていますが、56 なアイ7 ンテ0 テ0 の中でみなさま&1 身のマ$ 3/ テ04 ・

マイ./ テ04 をこのスライ8 で9 度:; していただ< ればと) います（図= ）。 

 今日はこの中で4 的指向と41; の> つのアイ7 ンテ0 テ0 を? り@A ますが、4 的指

向においてB4 に$ かれる人た

ちをB4CD （E テロ, クシャ

ル）と呼" 、身体の4 と41; が

9 & している人をシス$ ェン'

ーと呼" 、この人たちをマ$ 3

/ テ0F と呼" ます。で、G4C

D 、バイ, クシャル、パン, クシ

- アルといった人たち%" トラ

ンス$ ェン' ー、X$ ェン' ー

(non-binary)といった人たちが,

クシ- アル・マイ./ テ0 と呼

ばれる方6 です。ここで( さえ

ておきたいポイントは、マ$ 3/ テ04 を多く%っている方は多くの特) を%っていると

いうことです。特) とは、あるマ$ 3/ テ0F のアイ7 ンテ0 テ0 を%っていることで労な

 
図=  アイ7 ンテ0 テ0 をマ$ 3/ テ04 ・マイ.

/ テ04 にH< た例 
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くして* ることのできる優& 4 （) 力もI まれる）と+ J されますが、1 動8 アのイメー$

で考えるとわかりK すいと) います。目的, に向かって' くときに1 動8 アが開いてくれ

るのがマ$ 3/ テ0F で、開いてくれない、あるいは1 力でこじ開< なくてはならないF が

マイ./ テ0F だと言えます。 

 もう=L ( さえておきたいポイントは学生とM$ との力関- のNO ( 4 です。M$ の方

が学生よりも) 力を%っている。なぜなら学生のP ) ・* 学に関する.+) があり、+* し

ている授業Q! に学生の/ 合的なRS に大きく01 できる) 力を%っているからです。そ

のため、学生もM$ にO してはT にこのNO ( 4 を;U し、VU している、ということを;

U するW要があるでしょう。 
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 それではなぜ、この話題をM$ 向< である FD ,- %で? り@A るのかですが、M$ と学

生の+ にも「力関- のNO ( 4 」があるためです。大学ではM$ がマ$ 3/ テ0 であり、特

) を%ちます。そのため優2 的にM$ へ向< た? り3 みを行うW要があります。 

 2019 年、通( パワ. ラX が改4 されました。そこで SOGI（4 的指向と41; ）K それに

まつわるアY テ0 ングについて言%されています。アY テ0 ングについては後Z ど学生の

方から詳しい話があります。4 的指向K41; に関する/0 的な言動もまた. ラスメント

になること、「力関- のNO ( 4 」が関わることがあることも[% 的に;\ され、X] 化さ

れるようになってきているということです。この流れは^ 5 大学にも浸透されていく_ き

です。,- %を進めていく前にひとつ、この%のV 図が、6 1 にM$F がT に`aD である、

と7 えることではないことを留V させてください。 

 こちらの本（『LGBTと. ラスメント』）は8 年の6月に出版されたものです。この本の中

で2 D が9: したb 場の3 み%でのワンシーンが紹介されています。「なにcGd でくっつ

いてんだよ、e %ち悪いな4 、”5 ; ”かよ（6 ）」（7 岡, 89  2020: 9）。c4b$ 2人に

@司が< った9 言です。この言葉は、G4CD である2 D の「心を突き刺し、『この場は安

全ではない』」（G@ ）そう) わせたそうです。学生からの話にも出てきますが、残念なが

ら^fD はこういったことを日T 的に9: します。b 場に限らず、もちg ん学校でも、また

hi の場でもG じことが言えます。 

 この本では、なぜSOGIに関わる. ラスメントが生じるのか、そのj : として= の10L が

挙A られています。もちg んこれQ! にも56 ありますが。例えば「LGBTではない; > 通」

と) ってしまっているため、「うちのb 場にはLGBTはいない」、この場合学校ですが、と

) い込んでしまっているため、そして「LGBTのように見える」となにか特+ のk + 的なイ

メー$ を%っているため、などが挙A られています（7 岡, 89  2020）。V! と) われる

方もいるかもしれませんが、/ ストを見ると、こうした言動がWずしも? < な@悪l A によ

ってB えられているわ< ではないことがわかります。「”わざわざ`a したい”と) う人は少
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mn になりつつある」ものの「oVU のうちに、本人の悪e なく行われてしまう」（G@ : 

58）ことは= 5 56 な場面で見p< られます。 

 @いだから、ではなく、q しgoVU で、\ らなくて、悪e なく、が多い時、出口2 生の

話にもあったように、特) を%っている人と%っていない人、マ$ 3/ テ0 とマイ./ テ0

の;U がB なっているために、両D の+ になんらかの;U のCD があるために問題の言動

が生じうる。しかしその多くは特) を%ったマ$ 3/ テ0F の誤った;U のためでありま

す。^fD にとってはNT に辛い9: で、`a に他なりません。ここから、まずはこのCD

をなくしていくこと、何が前提になっていて、何がそうではないのか、それによって誰がE

> 化されているのかを話し合い:; していくこと、これが@r 大学の中で安全な場をsA

ていく第9 ' として、W要な作業であるといえます。今* FDを通してこのような%を企画

したのもこのL がF t にあります。 

 このような活動をしていると「本^ にいるのu 」、「私は%ったことがない」というv G

が# ってくることが多6 あります。これもまた; U のCD の9 つでしょう。そのためまず

は、私たちがこれから? り3 んでいかなくてはならない@r 大学はどうなのu という疑問

におG えするため、@r 大学の, クシ- アル・マイ./ テ0 学生について、実H に学生から

出たw （図2' 照）もI めて出口2 生に話してもらいます。 
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@r 大学の「立場の心x 学= ：マ$ 3/ テ0 の特) を考える」という授業では、毎学期,

クシ- ア/ テ0 について? y アンz ートを実施しています。その中で、4 的マイ./ テ0 で

あることで{ っていること、辛いことなどを1| 記@で書いてもらうとこg から、いくつか

4 的マイ./ テ0 の学生のw を紹介したいと) います。 
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 学生= は、本^ の1H をA して生きなくてはならないB I しさK 生きるS} が見出せな

いと書いています。学生C は、E りの人があまりにもLGBTについて\ らないことから、カ

ミングアY トできない、今までのD J

との関- が~ てるのかと不安をl じ

たり、[% から• + されているように

l じています。学生３は、学校などで

日T 的に「5 ; 」「€ カマ」といった

`a 的な言葉を• くことが辛く、授業

の課題を書く時もB4CD を装って

書いている、とのことです。こうした

記@からも4 的マイ./ テ0 の学生

は日T の中でE !l 、F 立l 、• + さ

れているといったe %ちを%ってい

ることがわかります。 

 

 

$% #

 本日集まっていただいた皆さんは

これから安全な場をsA ていくため

のK + としていらしてくださったと) っています。学生からのw にもあったように、全ての

学生が姿を現して@r 大学の中で‚& しているわ< ではありません。するとです2 、こうし

た活動を始めていく中でWず言われることがあります。「ここm年: かに話題ではある<

ど、実H @r にいるのu% ったことない< ど」。こうしたv G が6 に重いG を@A たくない

だ< のものなのか、私にはH かりませんが、こうしたv G ともL き合っていかな< ればなり

ませんので、この発言をどうO処してい< ばいいのか、この人にどうx MしてH えばいいの

か、ƒ 後に少しお話ししたいと) います。 

 何よりも2 にW要なのは、現れることの„ しさについてx Mしてもらうことです。もちg

ん少ないから問題にしなくていいわ< でないことは大前提ですから、この;U を共有して

もらえないことには何も始まりません。ただこの発言の中に少しの希望があるとすれば「話

題になっていること」は;U しているようだ、ということです。[% では問題、話題になっ

ているのにもかかわらず、G じ問題が大学という場で現れてこないのはなぜかu こうした

) 考にI N * 4 してあA る。これが重要だと) います。とは言え、これだ< では「じO あな

んで1H は%えないんだ」というこの人の疑問には…えてあA られていません。大学という

特+ のP J の中で現れることが„ しくなっているQR には2つの. ー8 ルがあります。 

 1L 目はs い話にはなりますが「出現の. ー8 ル」です。出口2 生の「1 動8 アとK 」の

!
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L えがNT にわかりK すかったですが、B4CD である人にとって、現れることは1 動8 ア

でM. する話ですから、その場にB4CD として存S することはもともとク/ アしている

問題です。1 動8 アが開いていたことさえもわからず通‚ することができます。q しgB4

C†‡ のために、はじめは誰もが1 動的にB4CD として存S せざるを* ないˆ‰ があり

ます。O して、そうではない学生にとって, クシ- アル・マイ./ テ0 として現れることは

1H の力でK 9 M ( し開< な< ればならない余H な作業が入ってきます。「ここに私がい

る」、「ここに^fD がいる」、こうT えること1 体に. ー8 ルが存S します。これは現状、

とてもN e のいることです。もし• + 的な態度を? られてしまったらどうしよう。関- がŠ

わってしまうかもしれない。この. ー8 ルをU えることには大変なe 力と体力がいります。 

 2L 目は「立場の. ー8 ル」です。‹ 方であるかどうかもわからないM$ にT えることに

も. ー8 ルは存S します。もしかしたらLGBTQ+にO して• + 的な立場をとる人かもしれな

い。しかもそのŒV が、@r 大学で学業をス• ーC に進めてい< るかどうかの主W) を握っ

ているとなればO のことです。D A 関- がŠ わってしまうのとは全くB なるV‹ を%ちま

す。M$ の発言がe になったとしても、それへの指摘が問題行動とされれば1H の立場がP

うくなるかもしれない。そう) ってe にしないフ/ をせざるを* ない学生も多くいます。こ

うした立場のŽ いによって、M$ あるいはb$ にとっての「%える可•4 」は学生Gd より

もはるかにX いです。 

 「現れることの„ しさ」を話したのは「現れること」を4 J としたくてではなく、望q と

きに望q ようなY で現れるH にはこうした. ー8 ルが生じることをおT えしたかったため、

とx Mしてください。「. ー8 ル」という言い方をしてしまうと^fD 学生の9 存にQ るよ

うなR 象をもってしまわれるかもしれません。ですが私たちの? り3 みの目的をそこに•

くW要はありません。そうではなく、この,- %のテーマにもあるように「前提」を少しず

つ( し拡A ていく。「そうしたい」と願うときに「そうできる」。「そうする」H に、• +

されたらどうしよう、‘ S されたらどうしよう、という不安、考えなくてはならない/ スク

を減らしていく。こういった? り3 みが’ T にされた場を拡A 、U %していくことがƒ 優2

にされる_ きです。なのでこうしたv G をされてしまっても、V < ることなく「それならば、

誰もが出現したいときに出現できるくらいに安全な場を作っていくため、私たちはどうす

るか。ここから考えていきましょう」と議論を進めていっていただ< ればと) います。 

 ƒ 後に、ƒ Z の状況、コロナ禍に関わる話をしてŠ わります。授業“”K それQ! の作業

において56 な{„ をM$ のみなさんも9: したことと) います。研究所では今年度３つ

のLGBTQ+関連のイベントを開催しました。学生の活動も止まっていた中で、少しでも^f

D 学生をはじめとして安心できる場を提[ したかったからです。^•€ ンラインイベント

であればこれまで姿を現してしかイベントK 集まりに'( できない中で、学内の活動に関

わることができなかった学生にとってはq しg W– になるのでは、という期待もありまし

た。しかしそう\6 な話ではありませんでした。「いえ」という場所が%つV‹ への考X が
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Y ] していたこちらの1 戒も込めて共有させてください。 

 ^_ でb 場の3 み%でのシーンを紹介したH 、こうした9: はb 場、学校のみならず、h

i との場でも—こりうると言いました。hi とG 居する学生だ< でなく、ルー• シェアK 学

生Z といったY で他の誰かとG 居する学生もいます。「いえ」にいれば学生は安全な場にい

るわ< ではありません。「いえ」に留まっているからこそ、パ[ コンK 携\ に向かってする

発言が他の誰かに• かれるかもしれない不安がつきまといます。このために十H な'( が

かなわない学生もいました。これをp< て私たちは˜7€ を€ フ・€ フの™š だ< でなく、

› ャット–• をフルに活œしたイベント作りをVU するようになりました。 

 M$ の皆さんも、授業中だ< でなく、面• などで学生とお話しする–% が多くあると) い

ます。そういう時、ルー• に他の人がいない< れば安全な場、なのではなく、そのŒV が今

どういった] ž にいるのかにも十H に` X してもらいたいです。まずは本人のV) を:;

し、W要であれば、C ー• であれば› ャット–• がありますし、メールでもできると) いま

す。特+ の話題は^ • にa り_ えてO G していくこともまた安全な場をsA ることの9 b

になります。とは言えこちらもまだまだ方X を`a 中です。これからこういったこともI め

ておŸ いにA 報共有できる–% を継続的に作ってい< ればと) います。 

 

 

' 考P b  

89c 9 , 7 岡c d . 2020.「LGBT と. ラスメント」集e [ . 
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Part 2 

セクシュアル・マイノリティ当事者による大学での経験 

 

学内サークル くまのみ 

学生団体 クツシタカラ 

 

 

 

 

図 1 ^ 日資料より9# 抜粋  
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 学生の皆さん、発¢ おg れ5 でした。1H1 身が大学生だったときのことを考えると、大

学の2 生方とこのような話し合いを%てたということが素h らしいですし、皆さんが1H

のV 見を発¢ できたことというのは本^ にす& いS} があると) います。これまできっと、

8 キ8 キした#H もあったかもしれませんが、皆さんの行動が大学をより良い方向に進め

ていくのではないかなと) っております。本^ に1 粋に、d きながらl 動しました。よg し

くお願いします。今日は LGBTQ+がいることを前提とした授業作りということで、進めて

いきます。この時+ が、いg んなことを\ ったりl じていただいたり考える時+ 、そのきっ

か< になればと) います。 

 今日は多54 の話をすることにもなると) いますが、多54 とは9 体なんでしょうか。私

1 身は、> つの視L で考えています。9 つは、[% の中には色6 な人がいるということで、

[% の人6 と多54 という視L があります。もう9 つは、[% の中には色6 な人がいる、[

%の中には色6 な人が暮らしているということだ< ではなく、私たち9 人9 人の中にも多

54 というものは存S しているのではないかなという£ うに) います。私たちは9 つのf

e だ< で1H1 身がP り立っているわ< ではないです。言いi えると、私の中の多54 、そ

れは、多54 ではなく、多j 4 とも言えるかもしれません。これは、スイーツのミルフ0 ー

f のようなものを¤ g していただ< るとわかりK すいかもしれません。私たちは、! から見

えても見えなくても色6 なj が重なっていることによって、9 人の人+ ができているので

はないかなと) います。 

 この多j 4 は、! から見てわかる#H と、そしてフ¥ ークで中をa るまで、中身をこう開

< てみないとわからない#H があります。その中で人とŽ う#H とか1H だ< が%ってい

る特4 のようなものもあります。見た目の4a とか容姿とか身体的なhi があるかないか

ということは¦ と見えK すいŽ いかもしれません。逆に見えにくいŽ いのようなものは、大

!"# ! $%&' " ( #$ ) %! * !& %&' " ( # '()* + + , #, - - . . /0 / 1 0

/ 1+ +0/ 1 1 2 2 3 32 4 45# * /%!/ 1 !& 5 # 14 6 6 * 78# ! $ / 9 789 '

: : ; 9; < #/ , 19 6 = #/ 1 <=>?/ 13 2@AB*" (;> C ? D#EAF23A @

G7890! $ H ': 84IJ LGBT ?/ 1 HKLM"N AB : C D0O* ?D O? E P F D

QRS G TQ H P G THUD9 IJ V7 K H LM 9DM#  
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a にしているc MとかS}§ とか出身, とか発J のŽ い、グラ7 ーシ3 ンみたいなものが

あります。LGBTQ+に関することでいえば、この41; とか4 的指向という#H が! から見

えにくいŽ いです。' イD クトに LGBTQ+について書いているわ< ではありませんが、人

e のk 本作h 、l シタz シンスz さんの「みえるとかみえないとか」。このk 本もそういっ

た見えるŽ い、見えないŽ いについて言%しているようにl じます。 

 もう9 つの視L として、[% の中の多54 ではなくて、̈ 人の中にも多54 があるんだよ

という#H を私1 身は大a にしています。そう考えると、多54 に^ てはまらない人という

のはいるのでしょうか。いないですよ2 。全ての人が多5 な[% の中で暮らしていて、9 人

9 人がそれをˆP しているわ< です。結局、人は皆おŸ い5 なわ< です。LGBTQ+の話が、

mい! の話ではなく、何かしら&1 身にもZ いとこg の話として捉えていただ< たら© い

です。[% の中の多54 と¨ 人の中の多54 ということでお話ししていきたいと) います。 

 改めまして1 己紹介させてください。1H1 身がj イというと、私の全てがj イでY 作ら

れているようにイメー$ されるんです< ど、. してそんなことはありません。k CO 象はc

4 というとこg が少し人とŽ う#H ですが、私の中にも色6 な多j 4 があります。LGBTQ+

の話をすると、4 というものが話題になりK すいです。この話題も、とかくこうベッ8 の@

の話でしょうとか、l ッ› な話でしょうとか、なりK すいんです< れども、そうではありま

せん。この「4 」というno 、H Mするとp F の「q （りっしん_ ん）」に「生きる」にH

Mできます。この「q （りっしん_ ん）」のV‹ をm _ てみました。すると「q （りっしん

_ ん）」は心を¢ しているそうです。ですので、「心が生きる」とか「心とともに生きる」な

んていう£ うにも捉えられます。̂ 5 、ベッ8 の@の話でもありますが、K はり生き方とか

1H1 身が[% の中でどうあるかとか、あり方の話にも繋がってくると) います。 

 まさか私1 身も小学校のM$ 、そして担n を%っている立場で、子どもKG r 、~ªD の

前で1H1 身の, クシ- ア/ テ0 を€ ー« ンにする時o が来るとは全く¤ g していません

でした。[% 的なst が? い中で、1H1 身がj イであることを€ ー« ンにすることによっ

て、b 場の中での心x 的な安全4 が担~ されないなというのは、かなり早い段階からl じて

いました。私の場合、1H1 身がG4 にp かれると、実はもう小学校 1 年生のときにはそう

l じていましたが、そのe づきから1H1 身がj イであるということは. して人に言うこ

とはできないなと) いました。[% 人になって少しずつE りの人+ 関- K ] ž にu まれる

中で、この人だったら1H1 身の, クシ- ア/ テ0 をT えてもv O に傷つ< られることは

ないだg う、という人に目w をつ< て、ちょっとずつカミングアY トしていきました。 

 ですがM$ をK りながらx に¬ ち^ たることになりました。今からm年前ですが、ちょう

ど小学校 5 年生・6 年生を担n していました。< っこうK んちO な子どもたちで、学級9 営

にI  していました。そんな子どもたちにO して「素直であれ」とか「y 実であれ」、「4 し

く生きg 」と、かなり口うるさく®M していました。ここで大きな1 己矛盾をl じることに

なりました。子どもたちにO して「素直であれ」、「y 実であれ」と言っているのにもかかわ
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らず、1H1 身の中にはNT に大きなA しf がある。要するに、子どもたちに言っているこ

とと、1H1 身のあり方が9 & していないということで、す& く悩q ようになりました。 

 子どもたちの前でもカミングアY トしたい、だ< どそれはq くてできない。q くてできな

い< れど、この子どもたちとO z するためには1H1 身も€ ー« ンでいたい。そんなときに

ある« ロ$ ェクトと出%いました。それが、[% で生活している LGBTQ+の^fD の人た

ちの可視化を目指す「OUT IN JAPAN」という NPO X 人が企画していた{ 真の« ロ$ ェク

トでした。rs 的に有y なカメラマンのD ス/ ー・キーさんに{ 真を| っていただいて、そ

れをインターt ット@でu 開するという« ロ$ ェクトでした。カメラの被{ 体になってい

る方は全て LGBTQ の^fD の方です。実H に私もD ス/ ー・キーに{ 真を| っていただき

ました。 

 子どもたちは立n に¯ 業していって、ただし私1 身はカミングアY トするH に担n をし

ながらM$ を続< るというのは„ しいということで、9 度、退b のN を™" ました。1H1

身の中の9 v 大きなA しf である、j イであることを€ ー« ンにしたので、私は人生バラ色

になると) っていました。かなり生きK すくなった#H はありましたが、バラ色にはなりま

せんでした。K っ} り¨ 人の~ 力だ< では限s だなと) いました。 

 LGBTQ+の^fD がカミングアY トという方X でなんとかN をa り開くだ< ではなくて、

K はりX° で枠3 みとか] 度とか、あとはその3 織の中の±²e のようなものが• P され

ることがW要なんだg うと) います。2 Z ど学生さんのお話の中でもルール作りというこ

とが色6 なとこg で出てきましたが、K はりこういったものが整うことによって、̂ fD の

学生さんたちの安心安全、そして2 生方の安心安全も、少しずつ~ w されていくのではない

かと) います。どうしてもマイ./ テ0 の話になると、) いK りとか優しさという話になり

がちで、̂ 5 そういった人) 的な` X はW要ですが、K はり枠3 み、そういったものを整え

ていく、そちらの方も重要です。人) VU という#H と] 度設計という、その両輪で、D ベ

ルアッ« していくものだと) います。 

 そう考えると、LGBTQ+の私1 身も、そしていわx る, クシ- アルマ$ 3/ テ0 といわれ

る皆さんも、どっちかが特a でどちらかが特a でないというわ< ではなく、私たちはすでに

多5 です。私たちの4 のあり方も、̂ fD の人もそうでない人も実はすでにもう多5 な4 を

生きる9 人9 人です。そういったV‹ で、&1Hf として捉えていただ< ることもできるの

ではないでしょうか。金子みす€ さんの• の中に「みんなちがって みんないいい」という

言葉がありますが、それは4 の多54 に関してもG じことが言えます。 

 r の中の動き、1³ 体のG4 パートナーシッ« の] 度が 2015 年のyz ‚ r 田9ƒ 、そし

てyz ‚„9ƒ を…a りにスタートしました。2019 年 10 月の段階では 26 の1³ 体でG4

パートナーシッ« の] 度が始まっています。昨年は、60 の1³ 体までs がりました。2020

年 12 月 21 日のものがƒ 新ですが、69 の1³ 体までs がっています。G4 パートナーシッ

« の] 度をW入している1³ 体の/ 人口を計† すると、日本全! のZ ‡ 3 H の 1 の1³ 体
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でG4 パートナーシッ« の] 度がW入されてることになります。人口´ のカバーです2 。か

なり大きなs がりを見せてきています。 

 授業の中でG4µ が? り@A られるという話もありましたが、それについてのVU m査

です。そもそもG4µ に賛P ですか、vO ですかという¶ 問1 体がナン, ンスというw もあ

りますが、m査の9 つとして 2015 年の段階では「賛P 」、「KK 賛P 」が 51.2· 。そこから

4 年9 って、色6 な] 度Kx Mのs まりとともにそれが{ えました。また、4 的マイ./ テ

0 にO するいじめ・`a¸ 止のX] 化・| 例下に賛P する方に関しては 9 ¦ Z くまで「賛

P 」という£ うに…えています。^fD の人だ< ではなくその^fD にいるE りの人たち

も、W要なものだとVU が変わってきています。 

 f 前に学生の皆さんと} ち合わせをしたわ< ではないですが、学生の皆さんがT えたい

ことと、̂ fD のM$ である私が皆さんと考えたいことは、Z とんどG じでした。それだ<

私たち^fD の人たちの生きづらさみたいなものがまだ共有されている段階なんだと) い

ます。G4 パートナーシッ« の] 度がs がりを見せているとはいえ、具体的な場面の中での

生活の中での{„ さというとこg は、もしかしたらM~ しきれてない#H もあるのかもし

れません。そういったV‹ でも、今* このような研* が行われたということは、̂ fD の人

も、そして2 生方も、より良い方向に行< る、繋いでいくためにはどうしたら良いかという

本^ にƒ• のスタートラインに立つことができたのではないかなと) います。前提| 件と

して学生の皆さんも• っていたように、̂ fD の学生はいないのではなく、見えていないだ

< です。また、LGBTQ+の人にO してポ$ テ0 ブな言動をできる人を、アライアンスをˆ ¹

したものでアライという£ うに呼" ますが、その‹ 方になってくれるアライの学生もアラ

イの2 生たちも実は私たちからすると見えていないだ< 、見えにくいなという#H があり

ます。本^ は力になってくれる人は学内にたくさんいるんです< れども、その人たちを見つ

< にくいなというとこg があるのだと) います。 

 これは私1 身もv ˆ しているとこg なのですが、K はり人はoVU の€ 見から‰れるこ

とはできないのだと) っています。私1 身の中には€ 見がないのかというと、私の中にもち

O んと€ 見があるんです2 。色6 なとこg で話していますが、Q 前、Š み合っている, 下‹

の中にベ˜ ーカーを( したお母さんがº ってきたことがありました。そのŒ+ 、ちょっとイ

ライラしてしまいました。こういう LGBTQ+に関する• 発の活動をしているのにもかかわ

らず、そういうl A を%ってしまった1H1 身にO してNT にŽ きました。1H は`a ・€

見ないんですと言っていたのですが、それはŽ うなと) いました。1H の%っている€ 見に

O してoVU であっただ< でした。 

 2 Z ど学生さんの話の中にも何か不適a な問題があったとき、私1 身も未だに+Ž える

ときはありますが、これはちょっとい< なかったなというときは、謝ったり、後で謝• した

り、= からこういう£ うにしますということができるかなと) います。私1 身も日6 学校で

授業をしながら、子どもに色6 なことを指摘することがあります。私1 身も何か1H が+Ž
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ったときにŒV にO して謝れる2 生でありたいなと) っています。私1 身も子どもによく

謝るんです< ど、子どもにO して謝ると、子どもが" っくりするときがあるんです2 。ある

子どもからは「学校の2 生も謝ることがあるんです2 」と言われたことがあるんです2 。そ

れを• いたとき、そもそも学校の2 生と生• の+ には、かなり厳しい@下関- が存S してい

るのだと私1 身もe L かされました。 

 あと、K はりルールとか枠3 みがW要になってきます。ルール作り、枠3 み作りをしてい

る大学は、例えば早‘ 田大学の「$ ェン' ー・ス›- ー7 ント, ンター（GS , ンター）」の

ようなとこg 、あとルール作りという#H では’“ 大学の? り3 みが' 考になります。• に

あるものを活œしながら、@r 大学の実態にあったものを学生の皆さんと9» に作ってい

< るといいです。) いK りだ< で人) は¼れないっていうのは、他のマイ./ テ0 に関して

もG じです。 

 これは2 Z どの私1 身のoVU の€ 見と重なるとこg があるのですが、`a 的なl A と

`a 的な言動はH< て考えていいのではないかと) います（心x カY ン, ラーの” @‚ さ

んのお言葉です）。私1 身もo\ であったり、まだ\U が½りなかったりすることよって`

a 的な言動をする可•4 はNT にあるわ< です。ですが、1H1 身の中で何か言葉とか行動

を+Ž えてしまうかもしれないという、そのe %ちがストッパーになっていて、誰かを傷つ

< てしまう言動はしないようにしています。本^ は1H のl A 的なもの、心のe %ちとして

も、̀a 的なe %ちを9 a% たない1H になりたいなとは^ 5 ) っているんですが、私の場

合はその`a 的なl A を• ロにするのは今のとこg ちょっと„ しそうだなと) っています。

だからこそ、̀a 的なl A が`a 的な言動に繋がらないように、1H の行動、そして1H の

言葉だ< は、コントロールしていきたいと) っております。 

 + 期的に\ る–% を設+ するというのも、良い方X だと) います。@r 大学には学生のグ

ルー« もありますので、その存S は大変– 重です。年に 1 * でも 2 * でも 3 * でも、+ 期

的に学生の皆さんと—˜ のないV 見を™流することによって、そして学生の皆さんも2 生

方の本¾を\ ることによって、おŸ いにじO あ= はどういうことをアクシ3 ンとして—こ

していこうかという話ができるのではないでしょうか。 

 ここまで、色6 とお話ししてきました。色6 な場所でお話しさせていただくた" に、ƒ 後

いつもこの話でš めています。真の1 立とは何でしょうというお話をしたとき、メ70 アで

もよく› 場なさるんです< ど、真の1 立とは= 存2 を{ K すことである、真の1 立とは= 存

2 を{ K すことという£ うに、yz 大学2b 科学œ¿, ンターの•9ž 9 Ÿ 2 生が• って

います。•9 2 生&1 身も  いすf ーザーの^fD で、大学で^fD 研究をK っている方で

す。これからの時o は、1H9 人の力で何から何まで¡ ƒ るだ< ではなく、Q れる2 とか安

心できる居場所、これをどんどん{ K していくことが、今後のr の中を渡り' いていくため

にW要ではないかなということを„ A か< てくれているようなe がします。 

 まさに@r 大学という場所、そして9 つ9 つの授業が、安心安全な= 存2 になるように、
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そして2 生方にとっても学生の皆さんにとっても大学という場所が安心安全の= 存2 の9

つとなるように、なっていくことを願っております。私1 身も色6 な& > があって、@r 大

学のP 学# の方で、共生[% とスポーツをテーマに授業を%たせていただいています。私も

大学の何かおÀ に立てることがあれば力を発¢ したいと) いますので、また色6 なとこg

でお話を直接できる–% があればいいなと) っております。!  
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@ABCD?EF3 GHIJ #

 

KL #

 学生の皆さんからもお話がありましたが、何だか大変なことになってしまいそうだ…と

) わなくて大£ † です。どうしてもこの話題を提[ すると、何だかもう大変だからちょっと

¤¥ を? った方がいいのではないかと) われる方がいらっしO るようですが、コミ- ‡ z

ーシ3 ンの減退に繋がっては、本^ にもったいないです。なので、私たちの中にも色6 なe

%ちの¦ れとかe %ちのˆ § いみたいなものが生まれる、生まれている可•4 もあると)

いますので、まずはそういったˆ § いとか¦ れみたいなものも9 度みんなでsA てみて、そ

れ…れの人がどんなことをl じたのかというのを共有する場を継続して%ってい< るとい

いなと) っております。 ¡ にO する¶ 問は何でも…えますので、mX なく• いていただ<

ればと) います。 

 

GM N#

 私は、Q 前、! ! " 、カン‰$ ア" をMえていたことがありました。今からもう 10 年Q

@前の話ですが、カン‰$ ア" で1H が# f をするときに、Á 4 とc4 という使いH< があ

ります。# f のŠ 方がŽ うのですが、授業がŠ わった後に、ある学生から¨ 人的に¶ 問があ

って、そういう場合どうすればいいのかという¶ 問で、私はそのときWきな方でいいです

よ、という…えをしてしまったんです。実は何* か他の学生からも¶ 問がありましたが、そ

れQ@ 、そういう¶ 問をくれた学生とÂ く話したことは実はなかったんです。NT に¨a の

問題ですが、そのときにどういう£ うに…えたりすると良かったのかなと。もし! ! " のp

<… えの話だ< でなくとも、もう少しs くても良いので、何かお考えとかO G を• かせてい

ただ< たら" しいです。 

 

KL #

 2 生の&O G は4M だったのではないかなという£ うに私は) います。その学生に™š

肢を与えた、™š の余, を与えたということで、それは9 つ良かったのではないかなという

£ うに) います。例えばもう9 ' 進めたときには、cÁa による言葉の使い方のŽ い、その

P 化がある中で、こういうルールとか¨© とか、P 化はあるんだ< れども、1H で何かあれ

ば™んでいいよ、みたいなことをƒ• の段階から全体にO してT えていくと、その中で¨a

のO G をする前に、2 生からそういう方ª を示すことで、学生の方で何か™š しK すくなる

というものがあるのかもしれないなという£ うにl じました。いかがでしょうか。 

 

GMO #

 そうです2 、わかりました。: かにŽ う学年で何* も• かれたのに、私はそれを学© して
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ませんでした。: かにƒ• そう言ってあA れば良かったです2 。色んな人がいるっていうこ

とを前提でx Mしたならば。よくわかりました。ありがとう& ざいました。 

 

KL #

 私も、小学校で子どもにO してどうしても、c の子にO して「くん」、Á の子にO して「ち

O ん」と呼んでしまう« がどうしても抜< きらないんです< れども、ƒ Z は授業開きのとき

に、「しA 2 生は皆さんを『さん』L < で呼" ます。ただし、¨a に他のもっと1H を呼ん

でZ しい呼" 方がある場合は、それにG えたいと) いますので、w をか< てください。」と

いうようにしています。 

 

GM *#

 日本" で学生を指y するときに、c4 でもÁ4 でも、「さん」と呼¬ というV 段がありま

すが、e " で「Mr.」とも「Ms.」とも呼ばずに指y する方X はあるのでしょうか。LGBTQ

の人はどう呼んでもらいたいのでしょうか。（› ャットからの¶ 問） 

 

KL #

 1H を¢ す言葉で、c4 ともÁ4 ともカテ‹ ライC しない呼" 方がƒ Z 出始めたという

のを• いたことあるので、私の方でも9* ちょっとm _ てみたいと) います。あとこれはA

報提[ なんです< れども、ƒ Z 、日本¬ Œさんは– 内のアナY ンスのときに、今まで「ladies 

and gentlemen」っていうアナY ンスからA 報の提[ を始めていたんです< ど、それを 止し

たというのがこの前‡ - ースでありました。「ladies and gentlemen」ではなく「all passengers」

という言い方でO G しているという、そんな企業の? り3 みもあるというとこg まで、& 紹

介したいと) います。 

 

GM P#

 私は~ ® 体• 研究¯ でM$ をしています。スポーツでは、大前提として4a> Ž 論、c か

Á かっていうとこg が°± に出てきます。特に私はÁ4 スポーツ・• 学というのを²³ H •

にしていて、$ ェン' ーとはa り¥ しつつ、Á4 の体、Á4 5 ル; ンの01 であったり、Á

4 の体を• 学的にとか、生x 学的にという話をすることが多いです。多54 のことに` X し

つつ、ただ´ として「Á4 の」とか「c4 の」っていうことからa り込んでいきがちです。

`a 的な¢ 現にならないように、そういったことに言%しないようにと` X をしてるつも

りでも、どこからはa ってよくて、どこからは[% 的にa り¥ せないからみたいなのに、T

にµ いがあって。^fD の方から、スポーツとか体• の場で、どんな場で居心, の悪さと

か、そういうのをl じることがあるのかみたいなお話を伺いたいなと) います。 
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QR S#

 私が~ ® 体• などの授業で辛かったこととしては、中学Ã 校の~ ® 体• のM科書にはW

ず) 春期になるとB4 への関心がÃ まります、って書いてあったのが、す& く; ¶ ; ¶ しま

した。多5 な4 が前提としてあるんだよっていうスタンスをまず示していただ< れば、特に

その体の中のことについて言われるのは問題ないかなと) っていて。例えば、Á4 の体の中

はこういうˆ‰ になっていますっていう言い方はしても全5 大£ † なんです< ど、そもそ

も41; と身体的な4 はH< て考えるW要があるよ、とまず授業の前提で言ったりですと

か。` X してくださってるんだっていうのがT われば、「あ、2 生は、こういう£ うに考え

てくださってるから」と学生も) えるので、それが安心に繋がるかなと、私は) います。 

 

GM PTUVWXY #

 · ているかもしれませんが、授業中に実œの中でcÁa にわ< たり、授業中にÄ ¸¯ がc

Á にa れていますが、そのあたりはどう) っていますか。 
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 そうです2 、a れているのは問題かなと) っています。率直なV 見です< ど、例えばトイ

D で! _ えるだったりとか、私は< っこうしんどいなって) う時もあったので。それにO し

てどういった` X ができるかというのは、私はその学校のŠ3 みを詳しく\ っているわ<

ではないのでH からないんですが、そういった9: をしました。 
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 Ä ¸¯ をH< るとか、トイD をcÁa でH< るっていうのは、K っ} りW要なのかなと)

っていて、K はり安心安全っていう面からW要とされていると) います。9 方で、例えばc

子トイD・c 子Ä ¸¯ に入るっていうことに‘’ がある人もいます。実H に、私が LGBT サ

ークルに入っていて、そういった) いをしている人も\ っているので、そういったことを考

えると、例えば、$ ェン' ー‡ - ートラルなÄ ¸¯ だったりトイD を設< ることとか、そう

いった` X は今、W要とされているのかなって) います。 
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 Ä ¸¯ K トイD がc 子・Á 子ってa れているのは、本^ に¹º» 、小学校、~ • » からな

ので、私1 身もこういう活動をしながら、そういう] ž で子どもたちを学ばせていることに

NT に大きなŽ " l と矛盾をl じながら日6‚& しています。9 つの方X としては、

LGBTQ+の学生を狙い} ちにして、こういうÄ ¸¯ をœV しましょう、とか、こういうトイ

D をœV しましょう、ということだ< ではなくて、インクルーシブな多目的トイD 、多目的

なÄ ¸¯ みたいなものが、9 つか> つ、本^ はもっとs がるといいです。™š 肢のÅ が> つ
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からÆつにs がることによって、LGBTQ+の学生を狙い} ちにしない、他の人たちも使える

ような、そんなものが出てくる、そんなものを設” として整えていくことが大f かなという

£ うに) います。 

 あともう9 つ、2 Z ど2 生が• っていた LGBTQ+とスポーツということに関して、^f

D の人からすると、スポーツs というのはƒ 後の# という£ うに言われています。それくら

いc らしさの†‡ とか・Á らしさの†‡ みたいなものがNT に? いので、そういったとこg

をどうポ$ テ0 ブに} 開していくかみたいな話もトÇ ックとして@がっています。実は昨

年の 12 月に、yz の新$ ƒ 新$%& 前に LGBTQ についてのポ$ テ0 ブなA 報発信をする

大型のT 設施設が' 生しました。« ライ8 . Y スyzD“ シーというとこg です。そこでは

LGBTQ とスポーツということにもポ$ テ0 ブなA 報発信をしていますので、そちらの方も

9 度m _ ていただ< たらと) います。私もそこで今、運営スタッフをしておりますので、施

設の見学なども可• ですので、ぜひいらしていただ< ればと) います。 
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 この狙い} ちをしないというのは、私もす& くGl するとこというか、, クシ- アルマイ

./ テ0 の学生団体とかでも# ¯ というのを%たないというのも9 つ、その# ¯ に入るこ

とで特+ されてしまって、アY テ0 ングに繋がってしまうP ( 4 があったり、3 み%もキャ

ンパス9 人ずつ出るようにというルールを%っている他大学の学生団体もあるということ

を伺ったことがあるので、狙い} ちをしないというのは重要なポイントだと) います。 
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 イスパ‡ ア"K フランス" など、Á4y ” ・c4y ” ・中4y ” など、P X の• 本の『き』

をMえるときに、̂ 5 のように出てくるのですが、P Xœ" として® – する場合には、̂ f

D の方にはŽ " l はなく1 くのでしょうか。 
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 私1 身も! ! " 学# なので、Á4y ” ・c4y ” を使います。それにO して2 生に「1H

は. ンバイナ/ ーだと) っているので、どういう£ うに使えばいいですか」と¶ 問したとこ

g 、*… は* られなかったんです2 。H からないと。t イテ0 ブの方にも• いたH も、9 G

ある< ど、あんまり使われていないと言われてしまって。なので、私の言" の場合、ないと

考える方が現実的かなと) っています。他の言" だったら、あったりするのは• いたことが

あります。私も、「あなたはÁ4 だ」みたいなl じのことをDポートで書かれたことがあり

ます。なので、それはその‚ 度言わな< ればい< ないのかって) ったりもしたりしたので、

まだ全5 1H の中で*… は* られていないんです< ども、そういった9: があります。 
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 —) とÈ します。/ 合グローバル学# のM$ です。そして今年度、学生, ンター˜ のb *

を+ かっております。本日は大変– 重な、ためになるお話をありがとう& ざいました。学生

, ンターとしてもインクルーシブな大学M • 関- 、学生生活] ž を? り3 んでおります<

れども、今日のお話を' 考にして、さらに? り3 んでいきたいと) いますので、今後とも

色6 と& 助言いただ< ればと) っております。私1 身もm _ てみたいと) うんです< ども、

今日 ¡ 2 生のお話で、早‘ 田大学と’“ 大学でのルール作りを' 考にしたら良いのでは

ないのかというお話がありまして、@r 大学としてもぜひルール作りということで、™れが

あるようであれば? り3 んでいきたいなと) っておりますので、\6 で結ˆ ですので、早‘

田大学K ’“ 大学のルール作りにお< るポイントのようなことで、& 存\ のことがあれば、

ぜひMえてください。 
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 ルール作りK] 度設計をしていくとき、̂ fD の人たちを• き8 りにしないで、̂ fD の

学生の皆さん、^fD のMb$ の皆さんに積極的に' 画していただくというのが大a かな

という£ うに) います。ただしルール作りに' 画していただくときに、誰かにO して1H1

身が^fD であるということを€ ー« ンにするP ( 4 もあるので、例えば1H の, クシ-

ア/ テ0 を€ ー« ンにした方がいいのか、1H の, クシ- ア/ テ0 を€ ー« ンにしなくて

も、アライの立場としてルール作りに' 画できるのか、そのあたりをš› すると良いかなと

) います。学生KMb$ の中でも、あえてカミングアY トした@で、1H の存S をH かった

@で、ルール作りに' 画したいという人。ルール作りには' 画したいんだ< れども、1H の

, クシ- ア/ テ0 は€ ー« ンにしたくないという人もいると) います。そのどちらもp<

入れられるような%が設< られると良いかなという£ うに) っています。 

 


